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発話に表れる表現意図の音声的特徴と聞き手による理解

一動詞テ形二語文の分析―
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Listeners' Comprehension of Their コ1locutionary Value

野呂 幾久子

Ikuko NoRO

(平成 4年10月 12日 受理)

I 研究の背景と目的

本研究のテーマは、表現意図の伝達における音声の役割についてである。「表現意図」とは、

国立国語研究所の『話しことばの文型』の中で、「言語主体が文全体にこめるところの、いわ

ゆる命令 0質問・叙述・応答などの内容」Dと 定義されている。例えば、「明日行きますか。」と

問いかけた場合、話し手はその文を発話することによって聞き手に 【質問】を行っており、ま

た「そこに座りなさい。」と言えば、 【命令】を行ったことになる。このように、「発話する」

ということは単にある情報を伝えるだけではなく、ある行為を行っているとの認識に基づき、

その行為を話し手の表す「意図」としてとらえたのが表現意図である。

それではこの表現意図の伝達は、実際にどのように行われているのだろうか。言い換えれ|よ

話し手が表現意図を聞き手に伝える、あるいは聞き手がそれを理解する上で、何が手がかりと

なっているのだろうか。

まず一つには、文型がある。上の例のように、疑間の終助詞「か」や「動詞連用形+な さい」

の文型を取ることによって、話し手が 【質問】や 【命令】を意図していることが明かになる。

しかし、ある文型が常に一つの表現意図を表すとは限らない。例えば「いいえ、結構です。」

という文は、聞き手の申し出に対する 【遠慮】 【拒否】の両方に使える。また動詞のテ形

(例 :「 その本取って。」)も、【命令】 【依頼】をともに表すことができる。

このような複数の表現意図を表し得る文型では、その伝達にあたり、文型以外の要素―音声・

前後の文脈・表情や身ぶり・話し手と聞き手の関係など―が、その表現や理解の手がかりとなっ

ていることが考えられる。そこで本論文では、その中から音声を取り上げ、表現意図との関係

を調べることとする。

すなわち、

聞き手は話し手の表そうとする表現意図の差異を、音声によってどの程度理解するのか

その差異を示す音声的特徴とは何か

この 2点をを明らかにすることが、本論文の目的である。

Ⅱ 方法

Iで述べたように、自然な発話では、文型・音声 。前後の文脈・表情や身ぶり・話し手と聞

き手の関係などの要素が、単独で、あるいは複数の組み合わせで表現意図を表していることが
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考えられる。この中から音声だけを取り出し、表現意図との関係を分析するためには、その他

の要素が分析に影響を与えないような状況を作らなくてはならない。このため実験を行うこと

にした。

1 文型の選定と表現意図

今回分析の対象としたのは、動詞テ形の一語文である。先に述べたように、この研究の焦点は

表現意図と音声の関係にあるので、文末に表現意図を表す形式を持つもの、その文自体が特定の

表現意図を表すようなものを避け、この文型を選んだ。表し得る表現意図は次の通りである。

例 :「行って」

【命令】「(早 く)行って。」

【依頼】「(一緒に)行って。」

【命令】 【依頼】はともに、「相手に求めるところのある表現意図」の中の、「行動としての

応答を求めることに重点が置かれる表現」である「命令的表現」に属する。その違いは要求が

積極的に行われるか否かであり、積極的なのが 【命令】、消極的なのが 【依頼】である。なお

実験ではこれに、他の表現意図との比較の対象とするために、特に表現意図を含まない発話と

して 【中立】を加えた。

2 動詞の選定

テ形を作る動詞については、実験の結果がその動詞の固有の性質でないことを確認するため

に、複数を分析の対象とした。選定においては、

①動詞の中で数の多い、 2拍 03拍 04拍の動詞であること。

②アクセント型の影響を考え、平板型・起伏型の2種類を入れること。

③母音による強さの違いが影響することを防ぐため、平板型・起伏型の動詞のそれぞれ

の拍の母音が同じであること。

④実験の際、日常あまり使われない動詞では発話が不自然になる恐れがあるので、日常

よく使われる動詞であること。

⑤音声分析に用いたソフト「音声録聞見 V.4」 では、無声音の分析が困難であるため、

なるべく無声音を含まないこと。

などの点を考慮して、次の6種類の動詞を選んだ。

平板型  寝て  (nete)

起伏型  出て  (dete)

平板型  踊って  (odotte)

起伏型  戻って  (mOdotte)

平板型  並べて  (narabete)

起伏型  まかせて (makasete)

3 実験

1)そ れぞれの表現意図を表すような状況を設定し (く資料 1〉 参照)、 この状況のもとで10

名の発話者にできるだけ自然な調子で発話してもらい、録音した。(発話実験)
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なお発話者は、東京出身で20代の大学院生に限定した。

2)1)で集めた発話を、予備実験として 5名の判定者に聞かせ、特に表現意図の違いをよく

言い表していると思われる男女 2名ずつの発話を、聴取実験の音声資料として選んだ。

(今後その発話者を、M10M2・ F10F2と 呼ぶ:)

3)2)の発話をランダムに並べたものを、98名 の判定者に聞かせ、それぞれの発話がどの表

現意図を表しているかを答えてもらった。(聴取実験)

判定者は、世代による差がでることを防ぐため、日本人大学生を対象とした。

この結果から、聞き手が 【中立】 【命令】 【依頼】の差異を、音声だけを手がかりとした

場合、どの程度理解できるのかを分析する。

4)音声資料として用いた4名 の発話を、パソコン高速音声信号処理プログラム「音声録聞見

V.4」 にかけ、その音声的特徴を調べた。ここで取り上げた音声的特徴とは、

ピッチ  ピッチの時間的変化の形

ピッチの最高値・最低値・ その差

持続時間 発話全体の持続時間

最終 1拍の持続時間

強さ   発話全体の強さの平均

最終 1拍の強さの平均

である。

この結果を通して、聞き手が表現意図の差異を理解する上で、どの音声的特徴が働いたの

かを分析する。

Ⅲ 結果と考察

1 聞き手による表現意図の差異の理解

聴取実験の結果を、 く表 1〉 表現意図別結果、 く表 2〉 文別結果に示した。左欄の「表現意

図」は話し手が表そうとした意図であり、それを聞き手がどの表現意図と理解したかを、回答

数と割合で示した。

<表 1>表現意図別結果

表現意図 回答 団答数 割  合 表現意図 回答 回答数 割 合 表現意図 回答 割 合

中 立

中立 517 69.499イ

命 令

中立 12.77%

依 頼

‐立
〓

6.599`

命令 25.679イ 命令 79.579` 1.089`

依頼 4.849イ 依頼 7.669イ 依 ; 92.349イ

合計 100.009イ 合計 100.0096 合言 100.00%

<表 2>文別結果

1 寝て

1

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

命 令

中 立 0.009イ

依 頼

中 立 2.15%

命 令 100.009イ 命 令 0.00%

依 頼 0.00% 依 頼 97.859イ

合 計 100.009イ 合 計 100.00%

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

中 立

中 立 79.57,イ

命 令

中 立 6.459イ

命 令 13.989` 命 令 91.4096

依 頼 6.459イ 依 2.15%

合 計 100.009` 合  計 100.00%
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出て

5 並べて

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

依 頼

中 立 9.68%

命 令

中 立 9.68,る

命 令 0.00% 命 令 89.25,イ

依 頼 84 90.329イ 依 頼 1.08,`

合 計 100.00% 合 計 100.009イ

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

依 頼

中 立 2.15%

中 立

中 立 77.429イ

命 令 2.15% 命 令 18.289イ

依 頼 95.709` 依 頼 4.30,`

合 計 100.00% 合 計 100.009イ

3踊 って

1

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

中 立

中 立 67。 749イ

依 頼

中 立 0.00%

命 令 26.88% 命 令 0.00%

依 頼 5.389イ 依 頼 100.00%

合 計 100.009` 合 計 100.00%

ヽ 2

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

命 令

中 立 25.81%

中 立

中 立 72.049イ

命 令 58.069イ 命 令 24.739イ

依 頼 16.13% 依 頼 3.23%

合 計 100.009イ 合 計 100.00%

4戻 って

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

命 令

中 立 19.359イ

依 頼

中 立 9.689イ

命 令 69.899イ 命 令 6.459イ

依 頼 10.75,イ 依 頼 83.87,イ

合 計 100.00,` 合 計 100.00%

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

依 頼

中 立 1 1.08%

中 立

中 立 76.349イ

命 令 0.009イ 命 令 20.439イ

依 頼 98.929イ 依 頼 3.23%

合 計 100.009イ 合 計 100.009`

1

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

中 立

中 立 47.319イ

依 頼

中 立 0.00%

命 令 40.869イ 命 令 0.00%

依 頼 11.839イ 依 頼 100.009`

合 計 100.00,イ 合 計 100.00%

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

中 立

中 立 76.349イ

命 令

中 立 1.08%

命 令 21.51% 命 令 98.929イ

依 頼 2.15% 依 頼 0.00%

合 計 100.009イ 合 計 100.00,`
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6 まかせて

1

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

依 頼

中 立 27.969イ

命 令

中 立 36.569イ

命 令 0.00% 命 令 50.549イ

依 頼 72.04,6 依 頼 12.90,イ

合 計 100.00% 合 計 100.009イ

表現意図 回 答 回答数 割 合 表現意図 回 答 回答数 割 合

中 立

中 立 59.149イ

命 令

中 立 3.239イ

命 令 38.719イ 命 令 78.499イ

依 頼 2.15% 依 頼 18.289`

合 計 100.009` 合 計 100.00%

① 〈表 1〉 の結果を見ると、 【中立】 【命令】 【依頼】ともに、同定率 (発話者が表そうとし

た表現意図を判定者が理解した割合)が高い。同時に行った動詞終止形一語文の分析の結

果と比較すると、動詞終止形の平均同定率が51.15%であるのに対し、テ形は80.47%で 、テ

形の表現意図の差異は比較的音声によって理解されやすいことがわかる。

②その中でも特に 【依頼】の同定率は92.34%と 、 【中立】 (69。 49%)【命令】 (79.57%)よ

りかなり高い。個々の文の結果でも、「まかせて」 1「戻って」 3が、それぞれ72.04%、

83.87%である他は、90%以上の同定率を示している。 ここから、聞き手は音声によって

【依頼】の表現意図をかなり正確に理解していると言える。

③それに対し【中立】と 【命令】の間には、やや混同が見られる。特に 【中立】→ 【命令】

(【中立】を聞いて 【命令】と答えた割合)は 25。 67%で、その逆の場合 (12.77%)よ り多

い。文別の結果では、「並べて」 1【中立】→ 【命令】40。 86%、「まかせて」 2【中立】→

【命令】38。 71%、「まかせて」 3【命令】→ 【中立】36.56%と 混同率が高くなっているが、

反面「寝て」 1【命令】→ 【中立】0.00%、「並べて」 4【命令】→ 【中立】1.08%と 、ほ

とんど混同が見られない場合もあり、ばらつきがある。しかし全体として、聞き手は音声に

よって 【中立】と 【命令】の差異を、 【依頼】ほどには正確に聞き分けることはできないと

言える。

19

以上を図にまとめると、 く図 1〉 の通りになる。

〈図 1〉 聴解面における表現意図間の関係

【中立】

―

   【命

＼ /
【依頼】

令】

ただし一一一は表現意図間の混同が存在することを、

―
はしないことを表す。
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2 表現意図の差異を表す音声的特徴

それでは、聞き手が 【依頼】の意図を比較的正確に聞き分け、 【中立】と【命令】をやや混

同する原因は、どこにあるのだろうか。各表現意図の音声的特徴から分析してみたい。

1)【依頼】と【中立】 【命令】の音声的特徴の違い

①ピッチの時間的変化の形

まず、 【依頼】と【中立】 【命令】のピッチの時間的変化の形を比べると、文末の形 (変化

の方向)に差が見られる。 〈表 3〉 に、聴取実験の音声資料とした発話の、基本周波数曲線を

示す。

〈表 3〉 発話の基本周波数曲線
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く表 3〉 を見ると、 【依頼】のピッチの時間的変化の形は文末が全て上昇形であるのに対し、

【中立】 【命令】は下降形になっている。発話実験の際集めた他の6名の発話者の結果でも同

様に、 【依頼】の文末は全て上昇形、 【中立】下降形である。 【命令】の場合は「踊って」の

発話に上昇形が3例見られるが、その他は全て下降形である。

ゆえに発話者は、文末のピッチの時間的変化の形 (上昇形か下降形か)によって、 【依頼】

と 【中立】 【命令】の差を言い分けており、聞き手の側もこれを手がかりの一つとして、その

差異を判断したものと考えらる。
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②発話の持続時間

く表 4〉 に、発話全体および最終 1拍 (「て」)の持続時間を、発話者別に示した。

〈図 2〉 はその平均のグラフである。

〈表 4〉 発話の持続時間と表現意図

上段一最終 1拍の持続時間の平均
下段一発話全体の持続時間の平均 (単位 :Seb)

〈図2〉 発話の持続時間と表現意図Ｃ

４１

Ｓ

持

続

時

間

0。

0

0。 7

0.6

0

0.

0。

0

0。 1

中立 依頼

圏 最終 1拍の持続時間  圏 全体の持続時間

〈図 2〉 を見ると、全体の持続時間の平均は【中立】と 【命令】がほぼ同じ値 (0。 60sec、

0.58sec)であるのに対し、 【依頼】は0.71secと 長い発話になっている。また最終1拍でも同

様に、 【中立】0。 18sec、 【命令】0.20secに対し、 【依頼】は0。 33secと長い。
この結果は10名の発話者全員に共通していることから、話し手は「・・て」の「て」の部

分をのばすことによって 【依頼】の意図を表そうとしており、聞き手もそれを手がかりの一つ

として 【依頼】の意図を理解したと考えられる。

以上が、 【依頼】と【中立】 【命令】の間の音声的特徴の違いである。

2)【中立】と【命令】の音声的特徴の違い

それでは、 【中立】と【命令】の音声的特徴はどうなっているのだろうか。これまで見てき
たようにこの二つは、

発話者
表現意図

Ml M2 Fl F2 平 均

中  立
0。 18 0.17 0.16 0.19

0.64 0.53 0.62 0.62 0.60

命  令
0。 17 0。 19

0.50 0.58 0.65 0.58 0.58

依  頼
0.28 0.30 0。 31 0。 42 0。 33

ａ
Ｕ 0.69 0。 74 0.80



発話に表れる表現意図の音声的特徴と聞き手による理解

文末のピッチの時間的変化の形がともに下降形である

持続時間が全体・最終1拍 ともにほぼ同じ長さである

という音声的特徴の一致により、 【依頼】よりも混同が起こりやすくなっている。

しかし【依頼】より低いとは言え、 【中立】の同定率は69。 49%、 【命令】は79。 57%であり、

聞き手がその両者を聞き分ける、何らかの音声的特徴の違いがあるはずである。

①ピッチの最高値・最高値と最低値の差

まず第一に、ピッチの最高値および最高値と最低値の差が挙げられる。 〈表 5〉 に発話者別
の結果を、 く図 3〉 にそのグラフを示す。

〈表 5〉 ピッチの最高値・最低値・その差と表現意図

1段 目一発話におけるピッチの最高値
2段目一発話におけるピッチの最低値
3段目―最高値と最低値の差 (単位 :Hz)

〈図3〉

%最高値

命令     材

国 最低値  目 差

これを見ると、 【中立】と 【命令】の最低値はほぼ同じ (135Hz,134Hz)だ が、最高値は

それぞれ199Hz、 258Hzと幅があり、その結果最高値と最低値の差は、 【中立】の64Hzに 対し

チ

発話者
表現意図

Ml M2 Fl F2 平 均

中  立

170

167 158

64 64

命  令

179 342 258

101 149 134

78 124

依  頼

254 321 324 283

103 202 166 145

147 119 158

ピッチの最高値・最低値・その差と表現意図



野 呂 幾久子

【命令】は124Hzと 2倍近くなっている。持続時間で両者に大きな差がない,こ とを考えると、

【命令】は【中立】より上下の差が激しい、うまり抑揚の大きい発話になっていると言える。

そしてこの抑揚の大きさが、聞き手が 【中立】と【命令】の違いを判断する際の、一つの手が

かりとなったと考えられる。

②発話の強さにおける、全体の平均と最終 1拍の平均との関係

〈表 6〉 に発話の強さの発話者別の結果を、 く図 4〉 にその平均のグラフを示す。

〈表 6〉 発話の強さと表現意図

上段―最終 1拍の強さの平均
下段―発話全体の強さの平均 (単位 :dB)

〈図4〉 発話の強さと表現意図

囮 最終1拍の強さ 圏 全体の強さ

く図 4〉 で、全体の強さと最終1拍の強さの平均値を比較すると、 【命令】の場合、全体の

強さ (27.24dB)よ り最終1拍 (27.46dB)の強さが強く、「て」の部分を強めた発話になって

いる。これは、同時に行った動詞終止形一語文の 【命令】にも見られるため、話し手が最終 1

拍を強めることによって 【命令】の意図を表そうとした可能性がある。

しかしこの現象は、発話者別ではM10M2に しか見られず、また、発話実験の際集めた他

の6名 においても半数にしか見られないことから、最終 1拍の強さが 【命令】の発話の特徴で

あるとは言えない。よって最終 1拍の強さは、聴取実験で聞き手が 【中立】と 【命令】を聞き

分ける際の手がかりになった可能性はあるが、今回の実験からは断定できない。

強

さ

発話者

表現意図
h江  1 M2 Fl F2 平 均

中  立
30.55 31。 41 33。 73 23.95 29。 91

31。 27 31。 94 36。 34 24.20 30。 94

命  令
22.99 32.46 35。 28 19。 10 27.46

21.00 31.33 36.64 19。98 27.24

依  頼
16.64 26.95 33.93 16。 10 23.41

16。 96 27.67 35。 01 16.01 23。 91



以上の結果をまとめると、

動詞テ形一語文で、聞き手が 【依頼】を 【中立】 【命令】と混同せず、その意図を理解す

ることを可能にした音声的特徴は、

①文末のピッチの時間的変化の形

②発話の持続時間 (特に最終1拍 )

である。

【中立】と【命令】については①②ともに大きな差がなく、やや混同が起こる原因となっ

ている。しかし、

③ピッチの最高値・最高値と最低値の差

には差異が見られ、これが聞き手の 【中立】と 【命令】の区別の手がかりとなっている。

なお、

④強さの全体と最終 1拍の関係

については、手がかりとなった可能性はあるが、この実験の結果からは断定できない。

発話に表れる表現意図の音声的特徴と聞き手による理解

との結論にな'る 。

V まとめと今後の課題

動作学の祖と言われるバーウイッスル (R.LoBirdwhistell)に よると、人間の伝達行動の中

で言語が占める割合は、わずか30～35%にすぎないと言う。つまり我々は、コミュニケーショ

ンにおいてかなりの部分を、音声 0身ぶり0表情などの非言語伝達によって行っていることに

なる。特に音声は話し言葉において重要な位置を占めていることから、人間が情報・意志 ,意

図・感情を伝える上で、音声がいかなる働きをしているかを解明する必要がある。本研究はそ

のための基礎的研究の一つである。

今回は表現意図と音声の関係に焦点を置いたので、動詞テ形の一語文を分析の対象とした力ヽ

今後はさらに大きい単位一複数の文節数の文、あるいは談話単位一での分析を続けたい。
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〈資料 1〉 状況説明

「寝て」

就職して先生になったあなた。今日は修学旅行の付き添いです。でも子供達は興奮してな

かなか寝ようとしません。早く寝るように命令してください。

「(騒いでないで、さっさと)寝て」

甘ったれの仁史君はホームシックになってしまったようです。あなたに「一緒に寝て」と

せがみます。

「(先生、一緒に)寝て」

「出て」

家にはお手洗いが一つしかありません。あなたは入りたいのですが、さっきからずっと友

26
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達が入っています。早く出るように頼んでください。

「 (悪いけど、早く)出て」

それから10分。どうやら友達は、中で新聞を読んでいるようす。頭に来たあなたが言いま

す。

「 (さ っさと)出て」

「踊って」

ディスコキングのあなた。ばっちりきめた服装で、ジョイパックにやって来ました。

(中略)踊り始めたあなたは、すぐにかわいい女の子 (か っこいい男の子)を見つけまし

た。女の子 (男 の子)に言います。

「 (ね え、僕 (私 と)と一緒に)踊って」

アルバイトでダンスを教え始めたあなた。でも若い女の子達は恥ずかしがってなかなか踊

ろうとしません。時間が無くなりそうなので、あなたは言います。

「 (さ っさと)踊って」

「戻って」

友達 5人と旅行に出て一月。自宅に電話したら親が、

「 (遊んでばかりいないでさっさと)戻って」

と命令します。無視して旅行を続け、ガールフレンド (ボ ーイフレンド)に電話したら寂

しがっているようす。あなたに頼みます。

「 (あ なたがいないとつまんない。早く)戻って」

「並べて」

(ゴルフの)練習後あなたは後輩に命令します。

「 (こ のボール、)並べて」

でもその後輩は用事があるので、別の後輩に頼みます。

「 (悪いけどこれ、)並べて」

「まかせて」

あなたは80才の社長。共同経営者の奥さん (ご主人)と権力を一手に握っています。専務

の息子ももう55才。そろそろ自分に経営を任せて欲しいと頼みます。

「 (そ ろそろ僕に経営を)ま かせて」

でも「まだまだ現役でいたい」と奥さん (ご主人)は言います。聞き流していたところ、

100才のお父さんが見かねて命令しました。

「 (何をしている。さっさと息子に)ま かせて」


